
エクシブ鳥羽温泉の泉質について  

 
 

エクシブ鳥羽別邸（仮称）に使用する温泉は、エクシブ鳥羽の「スパ＆エステ テルメゾン」の温

泉です。源泉名は「エクシブ鳥羽温泉」。豊富な湯量と良質な泉質の、たいへん貴重な温泉です。 
 

エクシブ鳥羽では、地下約 1,500ｍに掘り下げられた温泉井戸から毎分 240 リットルという豊富な

温泉水を汲み上げています。源泉が海に近い複雑な地層に位置することから、海に起源するナトリウ

ムやカリウムなどミネラル成分を多く含みます。温泉の泉質は、『ナトリウム-炭酸水素塩・塩化物温

泉』で、pH 値が 8.8 のアルカリ性の温泉です。 
エクシブ鳥羽温泉は、源泉の温度が 34.4℃あり、溶存物質が１kg あたり 1,454mg と豊富にあるこ

とから、『療養泉』に該当します。『療養泉』とは、25℃以上の温泉或いは、一定量の指定物質を有

するなど、特に治療の目的に供しうるものと環境省の鉱泉分析法指針によって定義されており、エク

シブ鳥羽温泉の源泉の適応症は、切り傷、やけど、慢性皮膚病、虚弱児童、慢性婦人病などとなって

います。 
また、ナトリウム－炭酸水素塩泉は、アルカリ性のぬめりのあるお湯で、角質化した皮膚をなめら

かにし、みずみずしい肌をよみがえらせることから、俗に「美人の湯」「美肌の湯」と呼ばれていま

す。 
例えば、『日本三大美肌の湯』※ 

 に選ばれている嬉野温泉（佐賀県）は、エクシブ鳥羽温泉と同じ

『ナトリウム－炭酸水素塩・塩化物温泉』に該当します。 
エクシブ鳥羽温泉は、良質な泉質の温泉を楽しむことが出来ます。会員の皆様、是非ご利用下さい

ませ。 
 

※ 
 『日本三大美肌の湯』とは、肌に対する効能が良い温泉として、中央温泉研究所と藤田聡氏によって、嬉野温泉 （佐

賀県嬉野市）、斐乃上温泉（島根県仁多郡奥出雲町）、喜連川温泉（栃木県さくら市）が選ばれています。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

スパ＆エステ テルメゾン 
（URL:http://reserve.resort.co.jp/hotels/xiv/toba/facility/spa.html） 


